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Windows 10 / 11 を起動します。
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本説明書を読み、内容を理解してから

ソフトウェアを使用して下さい。 
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●本ソフトウェアをお使いいただくためには、Windows 10 / 11 (すべて日本語)の動作す

るパソコンとプリンタ等の周辺装置が必要です。 

 

 

・・・ソフトウェアの利用規約・・・ 

（漏電計コントローラー for Windows） 

 

【免責事項】 

1. マルチ計測器株式会社は漏電計コントローラー for Windows によりご利用者に直接、又は間

接的障害が生じても、いかなる責任賠償等も負わないものとします。 

2. 漏電計コントローラー for Windows はご利用者への事前の連絡無しに仕様の変更やサービス

の提供を中止する場合があります。その場合、漏電計コントローラー for Windows をご利用

いただけなかったり、ご利用者に直接、又は間接的障害が生じた場合でもマルチ計測器株式会

社は、いかなる責任賠償等も負わないものとします。 

 

【著作権】 

1. 漏電計コントローラー for Windows（プログラム及び関連ドキュメントを含む）の著作権は、

マルチ計測器株式会社に帰属します。 

2. 漏電計コントローラー for Windows は無償でご利用いただけます。又、営利を目的としない

間柄での再配布は原則として自由です。但し、その場合であっても免責事項の規定は、配布先

に対して効力を有するものとします。なお、営利目的を伴う再配布については下記 3 項に従っ

て下さい。 

3. 転載及び雑誌・商品などに添付して再配布する場合には、マルチ計測器株式会社の承諾を必要

とします。再配布についてはマルチ計測器株式会社営業部までご連絡ください。 

4. 漏電計コントローラー for Windows に改変を加えないで下さい。 

5. Windows は米国 Microsoft Corporation の米国及びその他の国における登録商標です。 

 

 

  

！ 注意 
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使用方法 

1. 使用前の準備 

1）ソフトウェア（漏電計コントローラー for Windows）をインストールします。 

（1）Windows 10 / 11（日本語版）を起動します。 

（2）付属の CD-ROM をパソコンのドライブに挿入します。 

（3）CD-ROM を起動し「setup.exe」を実行します。 

（4）画面に表示される指示に従い操作して下さい。 

（5）インストールが完了すると、デスクトップに「MCM-8000」のショートカット、スター

トメニュープログラム「マルチ計測器株式会社」フォルダ内に「MCM-8000」が作成さ

れます。 

（6）アンインストールする場合は、「スタートメニュー」→「コントロールパネル」→「プ

ログラムのアンインストール」で「MCM-8000」を選択し「アンインストールと変更」

を選択し、画面表示に従いアンインストールします。 

2）パソコンの設定 

バックグラウンドで動作しているプログラム（スクリーンセイバー等）は終了させて下さい。

ロギングデータのダウンロード時に動作異常になる場合があります。 

 

2. 操作手順 

1）漏電モニター（MCM-8000）のロギングデータをパソコンに取り込みます。 

（1）パソコンに通信用ケーブル（付属）を接続します。 

・付属の通信用ケーブルは RS-232C コネクター（D-SUB9 ピンメス）です。使用するパ

ソコンにUSBコネクターしかない場合はUSBシリアル変換ケーブルを別途用意し接続

します。 

・シリアルポート以外に接続しますと通信できませんので注意してください。 

・通信用ケーブルは接触不良が起きない様に確実に挿入して下さい。 

（2）パソコンと MCM-8000 を通信用ケーブルで接続します。 

（3）漏電計コントローラーを起動します。 
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（4）MCM-8000 の電源を ON にします。 

（5）RS-232C（COM ポート）の通信条件を設定します。 

（6）MCM-8000 の通信条件を設定します。 

（7）漏電計コントローラーのファイル(F)メニューからダウンロード(D)を選択します。 

（8）取り込みたいデータをメモリ一覧から選択し、ダウンロードボタンを押します。 

（9）ダウンロードしたデータのグラフ表示をします。 

（10）必要に応じてデータを保存して下さい。 

 

3. 各種表示について 

1）グラフ表示 

 

・グラフ表示は計測された数値をグラフ化したものです。 

・ch 選択のチェックボックスにチェックを入れることにより、選択された ch の測定値のみを

グラフ表示します。 

・グラフ表示の電流軸スケール、時間軸スケールを変更するには、電流軸スケール設定、時間

軸スケール設定から最適な軸スケールを選択します。 

2）各種データ一覧表示（各 ch 電流値、ピーク値の単位は電流 mA です） 

 各種一覧表示は「表示(V)」メニューから選択できます。 

・データ一覧表示：グラフ表示しているデータ一覧です。 

・リークデータ一覧表示：整定電流値を超えた時刻、復帰した時刻、ピーク値、ピーク時刻一

覧です。 

・停電データ一覧表示：停電開始時刻、停電終了時刻一覧です。 

3）グラフ表示、各種データ一覧表示を印刷する場合 

・印刷したいグラフ表示、又は各種データ一覧表示を手前に表示し、右上にある「印刷」を押

印刷 

時間軸 

チェックボックス 

スクロールバー 

電流軸 

スケール設定 

同じ設定にします。 
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します。 

・印刷されるグラフは、印刷時にパソコン画面に表示しているグラフ表示の範囲になります。 

4）取り込んだ（ダウンロードした）データをパソコンに保存する場合 

・ファイル(F)メニューのファイル保存(S)を選択すると「記録データ格納先」ウィンドウが開

きます。保存場所を指定し適当なファイル名を付け保存します。 

・保存されるファイル形式は CSV です。 

・ロギング中にリーク、停電があった場合、保存されるファイルは、測定データ（ファイル名.csv）、

リークデータ（ファイル名_L.csv）、停電データ（ファイル名_D.csv）の 3 つになります。

リーク、停電が無い場合は測定データ（ファイル名.csv）のみになります。 

5）保存したデータを読み込む場合 

・ファイル(F)メニューのファイル読込(L)を選択すると「新しくデータを読み込みます。よろ

しいですか？」と表示しますので、「はい(Y)」を選択し、読み込みたい測定データ（ファイ

ル名.csv）を選択し、「開く(O)」を選択し読み込みます。 

【注意】保存したファイルを読み込む場合、測定データ（ファイル名.csv）を選択して下さい。

リークデータ（ファイル名_L.csv）、停電データ（ファイル名_D.csv）では読み込めません。 

 

4.パソコンで MCM-8000 をコントロールする 

ロギングとはインターバル毎に測定データを内部メモリに取り込むことを指します。 

パソコンと MCM-8000 の接続は「2.操作手順」を参照して下さい。 

1）MCM-8000 の電源を ON します。 

2）通信条件設定をします。 

（1）設定(P)メニューの「通信条件設定(S)」を選択します。 

（2）通信条件設定ウィンドウが開きます。 

・ポート：MCM-8000 が接続されているポート(COM 番号)を選択します。 

・ビット/ 秒：4800、9600、19200、38400 から選択します。 

・データビット：7、8 から選択します。 

・パリティ：NONE、ODD、EVEN から選択します。 

・ストップビット：1、2 から選択します。 

【注意】設定ボタンを押さないと変更は有効になりません。 

【注意】通信条件設定は MCM-8000 と同じ設定にします。 
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3）パソコンから MCM-8000 の環境設定をします。 

（1）操作(M)メニューの「漏電計の環境設定(D)」を選択します。 

・ロギングタイマ：タイマ ON、タイマ OFF から選択します。 

・ロギング時間間隔：1 分、5 分、10 分、15 分、30 分、60 分から選択します。 

・ロギング開始時間：YYYY/MM/DD HH：MM で設定します。 

・ロギング終了時刻：YYYY/MM/DD HH：MM で設定します。 

・整定電流値：各チャンネルごとに 10mA～1000mA の範囲で設定します。 

・リーク復帰比率：10％～90％の範囲で 10％刻みで設定できます。 

・送信(FLASH 書込み)：環境設定内容を MCM-8000 に書き込みます。 

【注意】送信(FLASH 書込み)ボタンを押さないと変更は有効になりません。 

【注意】パソコンから環境設定を行い送信(FLASH 書込み)した場合、パソコンの時刻

を MCM-8000 に書き込みます。パソコンの時刻が合っていない場合、MCM-8000 の

時刻も合わないことになります。 

4）パソコンから MCM-8000 のロギング開始、終了を操作する。 

（1）操作(M)メニューの「ロギング操作(L)」を選択、ロギング操作ウィンドウが開きます。 

・ロギング：ロギングなしの場合、ロギング開始を選択し設定送信ボタンを押すと

MCM-8000 のロギングが開始します。MCM-8000 の測定画面右上に「R」

が点滅します。 

・ロギング：ロギング中の場合、ロギング停止を選択し設定送信ボタンを押すと

MCM-8000 のロギングが停止します。MCM-8000 の測定画面右上の「R」

の点滅は消えます。 

【注意】ロギング操作ウィンドウには現在のロギング状態が表示されています。 
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5）パソコンから MCM-8000 のメモリ操作をする。 

（1）操作(M)メニューの「メモリ操作(M)」を選択、メモリ操作ウィンドウが開きます。 

・メモリ一覧：MCM-8000 内部のフラッシュメモリに記録したロギングデータが表示

されます。 

（2）メモリ一覧内で削除したいメモリを選択（色が反転します）し、「メモリクリア」ボタ

ンを押すと「ロギングメモリをクリアします。よろしいですか？」と表示しますので

「はい(Y)」を選択するとメモリを消去します。「いいえ(N)」を選択するとメモリは消

去しません。 

（3）メモリ操作ウィンドウの「全クリア」ボタンを押すと「ロギングメモリをクリアしま

す。よろしいですか？」と表示しますので「はい(Y)」を選択すると全メモリを消去し

ます。「いいえ(N)」を選択すると全メモリは消去しません。 

 

 

 

パソコンから MCM-8000 を操作する場合はMCM-8000 に AC アダプタを接続し

て使用して下さい。MCM-8000 にはオートパワーオフ機能があり、最終ボタン操

作から 10 分後に電源が OFF になります。AC アダプタを接続しますとオートパ

ワーオフ機能は解除されます。 

 

 

5.その他 

1）ヘルプ(H)について 

（1）「漏電計コントローラーについて(A)」：漏電計コントローラーのバージョン情報を表示

します。 

 

 

 

 

！ 注意 


